
今
か
ら
一
四
年
前
の
一
九
九
二
年
ま
で
韓
中
間

に
国
交
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
貿
易
は
香
港

経
由
の
間
接
貿
易
が
主
流
で
あ
っ
た
し
、
一
九
八

八
年
に
は
じ
ま
っ
た
直
接
投
資
も
国
交
樹
立
ま
で

は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
い
ま
で
は
中
国
は
韓
国
に
と
っ
て
最

大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
り
投
資
先
と
な
っ
た
。
経

済
危
機
を
乗
り
越
え
た
後
、
韓
国
は
経
済
の
成
熟

化
と
共
に
成
長
率
の
逓
減
傾
向
が
次
第
に
鮮
明
と

な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
対
中
貿
易
・

投
資
関
係
か
ら
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
韓
国
経
済

を
支
え
て
き
た
。

だ
が
、
近
年
で
は
中
国
経
済
の
成
長
と
共
に
そ

れ
ま
で
韓
国
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
き
た
構
造
は

変
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
強
ま
り
行

く
韓
中
間
の
貿
易
・
投
資
関
係
を
概
観
し
、
最
近

の
変
化
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

●
韓
中
貿
易
・
投
資
関
係
の
急
速
な
拡

大
で
強
ま
る
「
中
国
頼
み
」

経
済
危
機
後
、
韓
国
の
新
聞
に
中
国
関
連
の
記

事
が
載
ら
な
い
日
は
な
い
。
韓
国
経
済
の
対
中
依

存
は
貿
易
・
投
資
統
計
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

韓
中
貿
易
は
韓
国
の
大
幅
黒
字
が
続
い
て
い
る
。

二
○
○
五
年
の
対
中
黒
字
額
は
貿
易
相
手
国
中
最

大
で
、
約
二
三
二
億
ド
ル
に
達
し
た
。
韓
国
は
一

九
九
七
・
九
八
年
経
済
危
機
を
順
調
に
乗
り
切
っ

た
が
、
そ
の
後
は
成
長
の
減
速
傾
向
が
次
第
に
鮮

明
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
対
中
貿
易
黒

字
は
貴
重
な
成
長
の
下
支
え
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

図
１
は
二
○
○
四
年
以
降
の
経
済
成
長
率
と
対

中
貿
易
黒
字
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
図
か
ら
は
、
二
○
○
四
年
以
後
各
四
半
期
の
経

済
成
長
率
は
三
〜
六
％
と
、
危
機
か
ら
の
回
復
期

（
年
率
一
○
％
内
外
）
よ
り
も
低
め
に
推
移
し
た

が
、
そ
の
間
の
対
中
貿
易
黒
字
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
分
に

ほ
ぼ
匹
敵
し
、
二
○
○
五
年
以
後
は
対
中
貿
易
黒

字
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
分
を
超
過
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ

よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
対
中
貿
易
黒
字
が
な
け
れ

ば
韓
国
経
済
が
収
縮
し
か
ね
な
か
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。

韓
国
に
と
っ
て
、
中
国
は
投
資
先
と
し
て
も
重

要
で
あ
る
。
三
月
末
現
在
の
対
中
投
資
件
数
は
一

万
四
○
○
○
件
余
り
で
、
総
件
数
の
約
半
数
を
占

め
た
。
金
額
で
見
て
も
中
国
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ

第
二
の
投
資
先
で
、
三
月
末
の
残
高
は
約
一
四
三

億
ド
ル
に
達
し
た
。
韓
国
企
業
は
中
国
政
府
の
投

資
誘
致
政
策
に
呼
応
し
て
対
中
投
資
を
積
極
的
に

増
や
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
多
か
っ
た
労
賃
節
約

型
の
投
資
に
加
え
、
今
後
息
の
長
い
成
長
が
見
込

ま
れ
る
中
国
の
国
内
市
場
を
狙
っ
た
投
資
も
最
近

で
は
増
え
て
い
る
。
Ｅ
マ
ー
ト
の
よ
う
な
流
通
業

者
や
韓
国
在
来
市
場
の
店
主
や
飲
食
店
の
対
中
進

出
事
例
が
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
対
中
進
出
は
サ
ー

ビ
ス
業
、
零
細
事
業
主
に
ま
で
拡
散
し
て
い
る
こ

と
も
最
近
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
一
部
韓
国
企

業
が
現
地
生
産
す
る
商
品
が
中
国
消
費
者
の
好
評

を
博
し
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
が
生
じ
て
も
い
る
。
そ

の
例
と
し
て
は
サ
ム
ス
ン
電
子
の
携
帯
電
話
や
家

電
製
品
、
北
京
現
代
の
乗
用
車
な
ど
か
ら
、
菓
子

メ
ー
カ
ー
・
オ
リ
オ
ン
の
チ
ョ
コ
パ
イ
や
食
品
メ

ー
カ
ー
農
心
の
即
席
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、
多
様
で
あ

る
。最

近
の
対
中
投
資
の
勢
い
が
韓
国
と
し
て
も
は

や
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
図
２
か

ら
も
わ
か
る
。
同
図
は
危
機
後
各
年
に
お
け
る
対

中
直
接
投
資
額
の
国
内
設
備
投
資
額
に
対
す
る
割

合
を
示
し
て
い
る
。
危
機
後
、
対
中
直
接
投
資
の

国
内
設
備
投
資
に
対
す
る
割
合
は
拡
大
し
続
け
、

二
○
○
四
年
以
後
は
四
％
弱
に
ま
で
達
し
た
。

こ
う
し
た
対
中
直
接
投
資
の
拡
大
は
多
様
な
形

で
韓
国
経
済
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の

踊
り
場
に
さ
し
か
か
る
韓
国
の
対
中
貿
易
・
投
資
関
係̶

韓
国
の
対
中
傾
斜
と
中
国
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
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う
ち
最
大
の
も
の
は
、
投
資
が
誘

発
す
る
対
中
輸
出
で
あ
ろ
う
。
韓

国
輸
出
入
銀
行
が
二
○
○
五
年
一

一
月
に
発
表
し
た
『
二
○
○
四
会

計
年
度
基
準　

我
が
国
の
中
国
及

び
米
国
投
資
現
地
法
人
経
営
現
況

比
較
分
析
』
に
よ
れ
ば
、
韓
国
企

業
の
対
中
国
拠
点
は
投
入
財
の
多

く
を
韓
国
か
ら
輸
入
し
、
製
品
を

第
三
国
ま
た
は
中
国
市
場
に
販
売

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
対
中
投
資
は
平
均
し
て
投

資
残
高
の
約
一
・
五
倍
の
貿
易
黒

字
を
韓
国
に
毎
年
も
た
ら
す
と
い

う
。
前
述
の
対
中
貿
易
黒
字
も
、

そ
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
韓
国
企

業
の
投
資
活
動
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

●
踊
り
場
に
さ
し
か
か
る

韓
中
貿
易
・
投
資
関
係

経
済
危
機
以
後
、
特
に
深
ま
っ

た
韓
国
の
対
中
貿
易
・
投
資
関
係

は
、
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
韓

国
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て

き
た
。
し
か
し
、
そ
の
陰
で
問
題

も
増
え
て
お
り
、
韓
国
側
に
う
ま

み
の
多
か
っ
た
貿
易
・
投
資
関
係

の
展
開
は
踊
り
場
に
さ
し
か
か
っ

て
い
る
。

韓
中
間
の
貿
易
・
投
資
を
巡
っ

て
生
じ
て
い
る
問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
大
き

く
は
四
つ
の
類
型
に
分
類
さ
れ
よ
う
。
第
一
の
類

型
は
韓
国
の
現
状
に
お
け
る
優
位
性
ゆ
え
に
起
こ

る
問
題
で
、
い
わ
ば
新
た
な
先
進
国
と
し
て
の

「
生
み
の
苦
し
み
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
技
術
流
出
、
コ
ピ
ー
製
品
の
出
現
、

農
水
産
物
の
対
中
輸
入
を
巡
る
貿
易
摩
擦
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
第
二
の
類
型
は
、
中
国
企
業
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三

国
お
よ
び
中
国
市
場
で
の
競
争
激
化
や
、
韓
国
市

場
へ
の
中
国
製
品
の
上
陸
、
韓
国
企
業
の
買
収
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
第
三
の
類
型
は
、
韓
国
が

中
国
と
の
貿
易
・
投
資
に
お
い
て
伝
統
的
に
適
用

し
て
き
た
過
去
の
モ
デ
ル
が
、
中
国
経
済
を
め
ぐ

る
与
件
変
化
で
適
合
し
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
問

題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
中
国
現
地
で
の
労
賃
や

物
品
調
達
価
格
の
上
昇
、
消
費
者
の
高
級
志
向
に

よ
る
先
進
国
製
品
へ
の
シ
フ
ト
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

よ
う
。
ま
た
、
韓
中
貿
易
で
は
中
国
側
の
入
超
が

長
い
間
続
い
て
い
る
こ
と
が
貿
易
摩
擦
を
引
き
起

こ
す
素
地
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
の
も
、
過

去
の
モ
デ
ル
の
不
適
合
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ

う
。
第
四
の
類
型
は
対
中
傾
斜
そ
れ
自
体
が
も
た

ら
す
問
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
対
中
空
洞
化
や

中
国
の
景
気
変
動
の
影
響
を
強
く
受
け
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。
以
下
で
は
代
表
的
な
具
体
例
を
見
て

い
こ
う
。

●
先
進
国
と
し
て
の
「
生
み
の
苦
し

み
」

韓
国
の
対
中
優
位
の
ゆ
え
に
起
こ
る
問
題
と
し

て
、
最
も
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
の
が
技
術
流
出
の

問
題
で
あ
る
。
二
○
○
五
年
一
一
月
の
国
家
情
報

院
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
二
○
○
五
年
一
〜
一
○
月

に
摘
発
さ
れ
た
産
業
ス
パ
イ
の
件
数
は
二
七
件
、

技
術
等
流
出
時
の
最
大
想
定
被
害
額
は
二
四
兆
ウ

ォ
ン
で
、
経
済
危
機
以
後
摘
発
件
数
は
顕
著
な
増

加
傾
向
に
あ
る
。
一
九
九
八
年
以
降
に
摘
発
さ
れ

た
産
業
ス
パ
イ
事
件
八
五
件
の
産
業
別
内
訳
を
見

る
と
、
電
機
・
電
子
三
五
件
、
情
報
通
信
二
七
件
、

精
密
機
械
一
○
件
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
韓
国
が
競

争
力
を
有
す
る
分
野
に
集
中
し
て
い
る
。
最
近
の

対
中
技
術
流
出
事
例
を
挙
げ
る
と
二
○
○
五
年
七

月
に
摘
発
さ
れ
た
ハ
イ
ニ
ッ
ク
ス
半
導
体
の
元
技

術
者
ら
七
人
に
よ
る
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
九
○

〜
一
二
○
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
の
製
造
技
術
漏
え
い

（
六
○
○
○
億
ウ
ォ
ン
相
当
）
や
、
二
○
○
六
年

一
月
に
摘
発
さ
れ
た
サ
ム
ス
ン
電
子
社
員
に
よ
る

Ｔ
Ｆ
Ｔ
‐
Ｌ
Ｃ
Ｄ
製
造
技
術
（
二
六
二
○
億
ウ
ォ

ン
相
当
）
な
ど
が
あ
る
。

コ
ピ
ー
商
品
の
横
行
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
は

電
機
・
電
子
業
界
で
あ
る
。
こ
れ
ら
コ
ピ
ー
商
品

は
中
国
の
み
な
ら
ず
世
界
市
場
に
拡
散
し
て
い
て

被
害
が
大
き
い
。
被
害
品
目
は
携
帯
電
話
、
Ｍ
Ｐ

３
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
電
子
レ

ン
ジ
、
Ｄ
Ｒ
Ｖ
、
セ
ン
サ
ー
、
チ
ッ
プ
な
ど
広
範

囲
に
渡
っ
て
い
る
。

ま
た
、
農
水
産
物
の
対
中
輸
入
を
巡
る
ト
ラ
ブ

ル
と
し
て
は
、
古
く
は
二
○
○
○
年
夏
に
起
き
た

カ
ニ
や
フ
グ
な
ど
へ
の
鉛
、
石
、
ボ
ル
ト
な
ど
の

異
物
混
入
や
、
最
近
で
は
二
○
○
五
年
一
○
月
に

起
き
た
キ
ム
チ
寄
生
虫
騒
動
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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図２　対中直接投資の増勢｜国内設備投資に対する比率（％）｜

（データ出所）対中直接投資（ドル建て）＝韓国輸出入銀行海外投資統計（http://www.koreaexim.
go.kr/kr/oeis/m03/s01_01.jsp）、国内設備投資（ウォン建て）および平均為替レート＝韓国銀
行経済統計システム（http://ecos.bok.or.kr）。
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図１　マクロ経済を支える対中貿易収支｜対GDP比（％）｜

（データ出所）通関統計＝韓国関税庁ウェブサイト（http://www.customs.go.kr）、GDPおよび
商品貿易収支＝韓国銀行経済統計システム（http://ecos.bok.or.kr）。

（注）対中貿易収支の対GDP比の計算過程は次の通り。（1）対中黒字の対世界黒字に対する倍
率（A）を通関統計から求める。（2）次いで国民経済計算上の商品貿易収支の対GDP比（B、
名目基準） を求める。（3）前述の Aと Bを乗じて対中貿易の対GDP比を求める。
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●
中
国
企
業
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

中
国
企
業
は
韓
国
企
業
の
背
後
に
ひ
た
ひ
た
と

確
実
に
迫
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
表
す
ひ
と
つ
の
指

標
は
韓
中
間
の
技
術
格
差
で
あ
る
。

二
○
○
六
年
三
月
の
産
業
資
源
部
の
推
計
で
は
、

二
○
一
○
年
ま
で
に
韓
中
間
の
技
術
格
差
は
か
な

り
縮
小
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
。
た
と

え
ば
Ｔ
Ｆ
Ｔ
‐
Ｌ
Ｃ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
で
は
二
○

○
五
年
に
お
け
る
格
差
が
三
・
五
年
で
あ
っ
た
も

の
が
二
○
一
○
年
に
は
一
・
七
年
に
縮
ま
る
と
い

う
。ま

た
、
韓
国
が
優
位
に
立
つ
と
思
わ
れ
て
き
た

分
野
で
の
中
国
の
台
頭
で
韓
国
企
業
が
苦
戦
を
強

い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
鉄
鋼
と
パ
ソ
コ
ン

の
例
が
あ
る
。
鉄
鋼
業
界
は
中
国
で
の
需
要
増
の

た
め
二
○
○
五
年
前
半
ま
で
は
「
わ
が
世
の
春
」

を
謳
歌
し
た
。
鉄
鋼
大
手
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
二
○

○
五
年
第
１
四
半
期
決
算
は
売
上
五
兆
六
五
六
○

億
ウ
ォ
ン
に
対
し
て
営
業
利
益
一
兆
七
七
六
○
億

ウ
ォ
ン
と
い
う
驚
異
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
二
○
○
六
年
第
１
四
半
期
に
は
売
上
が
四
兆
六

六
四
○
億
ウ
ォ
ン
に
落
ち
こ
み
、
営
業
利
益
は
前

年
同
期
比
半
分
以
下
の
七
九
○
○
億
ウ
ォ
ン
に
落

ち
込
ん
だ
。
こ
の
背
景
に
は
中
国
の
増
産
で
同
国

が
鉄
鋼
純
輸
入
国
か
ら
純
輸
出
国
に
転
じ
て
世
界

各
地
で
安
値
を
提
示
、
韓
国
勢
と
の
安
値
競
争
を

繰
り
広
げ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
の
ケ
ー
ス
で
は
同
業
界
大
手

の
サ
ン
ボ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
デ
ル
や
ヒ
ュ
ー
レ
ッ

ト
パ
ッ
カ
ー
ド
お
よ
び
中
国
の
レ
ノ
ボ
な
ど
と
の

安
売
り
競
争
に
耐
え
切
れ
ず
、
二
○
○
五
年
五
月

に
法
廷
管
理
（
日
本
で
言
う
会
社
更
生
法
の
適

用
）
を
申
請
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
中
国
製
品
の
韓
国
市
場
へ
の
浸
透

も
進
ん
で
い
る
。
中
国
家
電
大
手
の
ハ
イ
ア
ー
ル

が
二
○
○
五
年
夏
の
エ
ア
コ
ン
販
売
で
急
伸
を
み

せ
た
ほ
か
、
扇
風
機
、
電
動
剃
刀
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー
な
ど
の
小
物
家
電
で
は
す
で
に
韓
国
市
場
に

お
け
る
中
国
製
の
シ
ェ
ア
が
八
割
を
超
え
て
い
る
。

中
国
企
業
に
よ
る
韓
国
企
業
買
収
の
事
例
と
し
て

は
、
二
○
○
五
年
一
月
に
上
海
汽
車
に
買
収
さ
れ

た
双
竜
自
動
車
の
ケ
ー
ス
が
有
名
で
あ
る
。
中
国

市
場
で
韓
国
企
業
が
予
想
外
の
苦
戦
を
強
い
ら
れ

る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
ご
く
最
近
の
現
代
自
動
車

の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
二
○
○
五
年
ま
で
中
国
市
場

で
破
竹
の
勢
い
で
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た
現
代
自
動

車
が
、
二
○
○
六
年
一
〜
四
月
の
販
売
台
数
は
上

海
Ｇ
Ｍ
、
上
海
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
奇
瑞
汽

車
、
一
汽
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
に
次
ぐ
五
位

（
前
年
同
期
は
一
位
）
と
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

●
与
件
変
化
と
対
中
貿
易
・
投
資
モ
デ

ル
の
不
適
合

近
年
増
え
て
き
た
対
中
直
接
投
資
の
韓
国
へ
の

恩
恵
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
低
賃

金
労
働
力
の
活
用
と
対
中
誘
発
輸
出
を
通
じ
て
も

た
ら
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
伝
統
的
に
維
持
さ

れ
て
き
た
こ
の
よ
う
な
「
対
中
貿
易
・
投
資
モ
デ

ル
」
と
も
い
う
べ
き
構
図
の
も
た
ら
す
恩
恵
は
、

今
後
次
第
に
薄
れ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
中
国
の
労
働
力
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
で
は
な
く
な
る
可
能
性
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
北
京
現
代
で
は
二
○
○
六
年

二
月
に
労
働
組
合
が
会
社
結
成
後
初
め
て
団
体
協

約
締
結
を
申
し
入
れ
て
き
た
。
中
国
政
府
は
、
二

○
○
四
年
の
法
改
正
で
労
使
の
ど
ち
ら
か
が
団
体

協
約
の
締
結
を
要
求
す
る
場
合
、
相
手
側
が
こ
れ

に
応
じ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、

中
国
政
府
は
労
働
者
の
権
益
保
護
を
強
化
し
、
企

業
に
負
担
増
を
求
め
る
方
向
で
の
法
整
備
に
着
手

し
て
い
る
。
依
然
と
し
て
労
働
組
合
の
団
体
行
動

権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
韓
国
系
企
業
を

総
な
め
に
す
る
よ
う
な
労
使
対
立
に
結
び
つ
く
と

は
考
え
に
く
い
が
、
韓
国
内
で
の
労
使
紛
争
を
避

け
よ
う
と
中
国
進
出
を
果
た
し
た
企
業
に
と
っ
て

は
昔
の
悪
夢
の
再
来
と
も
い
え
る
。

賃
金
も
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
二
○
○
五
年
秋
に

は
六
九
○
元
だ
っ
た
月
最
低
賃
金
が
、
二
○
○
六

年
四
月
か
ら
は
八
五
○
元
へ
と
大
幅
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
。
こ
れ
に
人
民
元
切
り
上
げ
ま
で
加
わ
れ

ば
労
賃
節
約
型
進
出
を
行
っ
た
企
業
に
と
っ
て
、

中
国
行
き
の
利
点
の
多
く
が
消
滅
す
る
こ
と
に
な

る
。こ

の
ほ
か
、
中
国
企
業
の
技
術
的
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
と
関
連
し
て
在
中
国
韓
国
系
企
業
の
調
達
行

動
に
も
変
化
が
起
き
、
原
材
料
を
韓
国
か
ら
の
輸

入
に
頼
ら
ず
、
現
地
調
達
す
る
動
き
も
強
ま
ろ
う
。

韓
国
産
業
銀
行
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
○
○
三
年

ま
で
の
間
、
韓
国
系
企
業
の
現
地
調
達
比
率
は
引

き
続
き
上
昇
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
事
柄
は
す
べ
て
、
対
中
貿
易
・
投
資
、

と
く
に
対
中
投
資
か
ら
韓
国
が
裨
益
す
る
構
造
を
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変
化
さ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
、
所
得
増
加
に
よ
る
中
国
消
費
者
の
嗜
好

高
級
化
（
特
に
中
国
沿
海
部
の
消
費
者
）
は
、
必

ず
し
も
韓
国
企
業
を
利
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
二

○
○
六
年
に
入
っ
て
か
ら
、
中
国
の
自
動
車
市
場

で
の
ト
ヨ
タ
の
復
活
が
目
立
つ
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ

は
石
油
価
格
高
騰
の
中
で
燃
費
の
よ
い
車
が
売
れ

る
こ
と
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、
一
部
富
裕
層

の
奢
侈
品
選
好
の
傾
向
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

対
中
貿
易
黒
字
が
経
済
危
機
後
の
韓
国
マ
ク
ロ

経
済
を
支
え
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
だ
が
、

こ
の
こ
と
自
体
が
中
国
と
の
間
に
紛
争
を
も
た
ら

す
可
能
性
も
あ
る
。
二
○
○
○
〜
○
一
年
の
韓
中

に
ん
に
く
・
携
帯
電
話
紛
争
で
は
、
韓
国
側
の
中

国
産
ニ
ン
ニ
ク
輸
入
制
限
に
対
し
て
、
中
国
側
は

韓
国
産
携
帯
電
話
輸
入
制
限
と
い
う
や
や
過
激
と

も
見
え
る
報
復
行
動
に
出
た
。
こ
の
背
景
に
は
長

年
に
わ
た
る
中
国
側
の
対
韓
赤
字
基
調
が
作
用
し

て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

●
対
中
傾
斜
自
体
が
も
つ
危
う
さ

韓
国
が
中
国
と
の
貿
易
・
投
資
関
係
を
強
め
る

こ
と
で
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
前
に
も
述
べ

た
が
、
こ
う
し
た
対
中
傾
斜
に
も
副
作
用
は
あ
る
。

最
大
の
副
作
用
が
対
中
空
洞
化
で
あ
ろ
う
。

韓
国
の
対
外
直
接
投
資
が
輸
出
誘
発
的
で
あ
り
、

本
国
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
す

で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た

効
果
は
残
念
な
が
ら
可
視
性
に
欠
け
る
嫌
い
が
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
小
企
業
の
対
中
進
出
事

例
で
は
韓
国
拠
点
の
縮
小
や
撤
収
が
多
く
見
ら
れ

る
が
、
こ
う
し
た
事
例
に
お
け
る
中
高
年
を
中
心

と
す
る
余
剰
人
員
の
解
雇
は
、
逆
に
一
般
の
人
々

の
目
に
留
ま
り
や
す
い
。
ま
た
、
対
中
投
資
が
国

内
設
備
投
資
の
四
％
弱
に
も
上
る
と
い
う
こ
と
は
、

「
本
来
国
内
で
行
わ
れ
る
べ
き
投
資
が
海
外
に
流

出
し
て
国
内
の
活
力
を
損
な
う
」
と
の
議
論
を
勢

い
づ
か
せ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
の
景
気
変
動
に
韓
国
が
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
経
済
危
機
後
韓
国
は

高
度
成
長
を
続
け
た
中
国
へ
の
輸
出
を
伸
ば
し
て

景
気
の
底
割
れ
を
防
い
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
却
っ

て
対
中
依
存
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。

将
来
中
国
経
済
の
成
長
が
一
服
し
た
場
合
に
韓
国

が
受
け
る
影
響
は
小
さ
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

●
当
面
の
対
応
策

現
在
の
状
況
が
続
く
と
、
韓
国
の
マ
ク
ロ
経
済

を
支
え
て
き
た
対
中
貿
易
黒
字
と
対
中
直
接
投
資

か
ら
の
利
益
が
薄
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
れ
は

中
国
企
業
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
や
中
国
経
済
全
体

の
成
長
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
中
国
の
こ
う
し
た
前
進

を
阻
む
こ
と
は
韓
国
と
し
て
は
難
し
い
。

結
局
、
対
策
と
し
て
は
韓
国
自
身
が
中
国
の
追

撃
を
振
り
切
る
こ
と
、
も
し
く
は
今
後
も
成
長
を

続
け
る
中
国
の
懐
に
飛
び
込
ん
で
成
長
の
果
実
を

共
有
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
ろ
う
。

前
者
は
中
国
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
と
読
み

替
え
て
も
よ
い
。
中
国
が
当
分
追
い
つ
い
て
こ
な

い
よ
う
な
先
端
的
分
野
、
た
と
え
ば
半
導
体
製
造

や
特
殊
用
途
船
舶
の
建
造
な
ど
へ
特
化
す
る
こ
と

で
自
ら
の
価
値
を
維
持
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

し
、
中
国
の
消
費
者
の
間
に
定
着
し
始
め
た
韓
国

商
品
に
対
す
る
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
発
掘
・
維

持
・
育
成
な
ど
も
そ
の
例
と
い
え
よ
う
。

後
者
の
「
懐
に
飛
び
込
む
」
代
表
例
は
対
中
投

資
で
あ
り
、
ま
た
中
国
企
業
と
の
間
の
連
携
や
中

国
産
の
資
本
・
中
間
財
の
使
用
拡
大
、
中
国
の
対

韓
投
資
受
け
入
れ
な
ど
も
そ
の
範
疇
に
含
め
え
よ

う
。
こ
の
場
合
市
場
や
生
産
要
素
の
確
保
は
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
担
保
す
る
投
資
協
定
や
自
由
貿

易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
な
ど
の
政
策
的
支
援
は
ぜ
ひ

と
も
必
要
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
が
二
○

○
二
年
に
早
く
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
で
合
意
し
て
い
る

の
に
比
べ
、
韓
国
は
農
産
物
流
入
を
嫌
っ
て
中
国

と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
消
極
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
対
中

輸
出
に
お
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
よ
り
も
相
対
的
に
不

利
な
立
場
に
お
か
れ
た
韓
国
は
韓
中
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結

を
決
断
す
べ
き
時
が
い
ず
れ
来
よ
う
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
顧
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
国
に
お

け
る
日
系
企
業
な
ど
の
第
三
国
企
業
と
の
連
携
も

一
考
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
お 

く
だ　

さ
と
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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